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ＩＤ７ 

子供に対する性犯罪に関する研究の現状と展開（１）

一発生状況と犯人の特性一

越智啓太

要旨

本論では，近年話題になることの多い子供に対する性犯罪について，その研究の現状を概観した。第１にそ

の発生状況について，日本とアメリカの現状を紹介した。ただし，子供に対する性犯罪にはかなりの暗数が存

在し，現状把握は困難である。第２に子供に対する性犯罪者のタイプ分けについての研究とその流れを紹介し

た。第３に，子供に対する性犯罪のエスカレーションと再犯の問題の研究を紹介した。妓後に，子供に対する

性犯罪の対策を行っていく場合における，犯罪の現状や犯人の特性を解明することの必要性について述べた。

キーワード：子供に対する性犯罪；犯罪防止；犯罪捜査；再犯

罪の脅威を抱えており，このような犯罪の発生を

どのように防いでいくのか，犯人を検挙していく

のかが，地域の重要な課題となっている。その試

みとして，現在，子どもに防犯ベルを持たせるこ

とや，地域安全（危険）マップ作り，ＰＴＡの巡

回などのいくつかの実践が行われており実際にあ

る程度の効果をあげている。しかしこれらの対策

は，犯人側についての情報，つまり，この種の犯

罪を行う人間がどのような特性をもち，どのよう

な行動パタンを示すのかについての情報を，あま

り考感に入れずに作られたものである。そのため，

対策が十分でなかったり，効率的でなかったりす

る場合も多い。今後，この種の犯罪を効果的に防

止するためには，１１１１害者側がどういう人物なのか，

彼らがいったいどのような行動特性を持っている

のかの情報を考願することが重要であろう。しか

し，本邦では，加害者についての研究があまり行

われておらず，また，海外の研究についての紹介

1．問題

近年，小中学生が被害者になる性犯罪が話題に

なることが多い。このような犯罪は，被害者であ

る子供に，うつ，不安，悪夢，対人関係構築の困

難，自傷行為，自殺未遂，摂食障害，薬物濫用な

ど（Miller-Perrin＆Perrin,1999）の深刻な心理

的な障害をもたらす場合がある。また，直接的な

症状が生じなくても，被害者は，その不快な記憶

をかかえながら，その後の人生を過ごしていかな

くてはならなくなる。これに対して，犯人側には

罪悪感が少なく，事件自体を過小評価しているこ

とが多い（Marshall,OSullivan,＆Fernandez，

1996)。このような，加害者と被害者のアンバラ

ンスさが際だっているのが，子供を対象にした犯

罪の特徴の一つだということが出来るだろう。

現在，多くの自治体や学校が子供に対する性犯

本研究にあたっては平成１６年度～１８年度文部科学省科学研究費補助金（雅雛研究Ｃ)，および平成１８年度法政
大学特別研究助成金の助成を得た。
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もあまりなされていない。そこで，本論では，こ

のような犯罪を行う加害者についての心理学的な

研究の現状について概観してみたい。

交通機関内での強制わいせつ行為，いわゆる痴漢，

が極めて多く発生している。これも子供が被害者

となる場合が多い重要な性犯罪である。痴漢の暗

数は極めて多く実態把握は困難である。

2．子供に対する性犯罪の現状
2-2アメリ力における子供に対する

性犯罪の発生状況2-1日本における子供に対する

性犯罪の発生状況
アメリカの文献では，子供に対する性犯罪は性

的虐待（childsexualabuse）として扱われるこ

とが多い。本邦における「性的虐待」という用語

の使用が家庭内での性的な虐待（いわゆるインセ

ストincest）を指すのに対して，アメリカでの

この用語の使用は，日本における「性的虐待」と

｢子供に対する性犯罪」をともに包含する概念で

あるといって良いであろう。

アメリカでも，日本と同様にこの種の事件は暗

数化することが多い。そのために，日本と同様に

公式の犯罪統計のみでこの犯罪の実際の発生状況

を知ることは困難である。そこで，これを知るた

めに，何件かの大規模な被害者調査が行われてい

る。これは，青年期～成人の被調査者に対して，

自分が被害者となった性的な犯罪について報告さ

せるというものである。この方法は，性犯罪の実

数を推定する比較的優れた方法だとされている。

現在までに行われた主要な研究としては，Kercher

とMcShaneらによるテキサス研究（Kercher＆

McShane,1984)，Kilpatrickらによる南カリフォ

ルニア研究（Kilpatrick＆Amick,1984)，Moore

らによるナショナルサーベイ（Moore,Gallup,＆

SchusseLl995）などがある。Russell＆Bolen

(2000）は，このような研究を９個あげて比較し

ているが，その結果，被調査者の５％～45％がい

ままでに何らかの性犯罪にあったと報告している。

ここから家庭内のインセストと知人からの性的虐

待を除くと被害率はおおよそ0.5～10％となる。

ただし，これらの研究では，何らかのsexual

contactがあった場合をchildsexualabuseと定

義しているものが多く，いわゆる「露出狂」（性

器露出犯）などのnoncontactabuseについては，

被害に含まれていない調査もある。

子どもに対する性犯罪の具体的な罪種としては，

強制わいせつ，強姦，強盗強姦，公然わいせつ事

件，青少年育成に関する各種条例違反等が存在す

る。また，誘拐事件（いわゆる連れ回し事件，監

禁事件を含む）に関しても，犯人と被害者'１Mにあ

らかじめ面識がない場合にはそのほとんど（80％

以上９０％近く）が性的な犯罪目的であるため

(渡邊,2006)，性犯罪の－種としてとらえるべき

であろう。

平成１７年度の未成年者を対象とした強姦事件

の認知件数は876人で強制わいせつ事件の認知件

数は女子4,805人，男子１６７人である。このうち

強姦の８％，強制わいせつの27.9％が小学生を対

象にしたものである（法務総合研究所，2006)。

しかし，性犯罪は，暗数がきわめて多いことが知

られており，実際に発生している性犯罪がどの程

度の数なのかを把握することはなかなか困難であ

る。とくに公然わいせつ事件（性器露出犯など）

は，被害者調査をした場合，かなりの数が報告さ

れることや，全国的にかなり多くの学校や自治体

で，問題にされていることなどから，きわめてあ

りふれた犯罪になっている。

この種の犯罪の被害者は，女児である場合が多

いが男児も被害者となることがある。男児の被害

に関しては女児よりも暗数化しやすいと思われる

ために，実際の男女の被害比率の推定は困難であ

るが，およそ５％程度だという指摘もある。犯罪

の発生時間は，全体の６０～70％が午後３時から

午後６時の下校時間帯，習い事の行き帰り，友人

との遊びの時間帯に生じ，発生場所としてはマン

ション（中高層住宅)，公園，道路上が多い（渡

邊,2006)。なお，Ｈ本の場合，電車などの公共
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1987;Furby,Weinrott,＆Blackshaw，1989)。

さらに多くの性犯罪者はその犯罪を少年期から

行っているということも指摘されている（AbeL

Mittelman,＆Becker,1985)。彼らが最初にこの

ような犯罪を行った年齢は平均１３～１４歳，ま

た，２５％程度が１２歳以前であることも示されて

いる（Metzner＆Ryan,1995;Ｒｙａｎｅｔａ1.,1996；

Weinrott,1996)。Weinrott（1996）によると子

どもに対する性的犯罪を行う若者は，男女両方を

被害者にする場合はまれで（これにたいして，年

齢の高い犯人の場合には，男女両方を対象にして

犯罪を行うものが一定割合いる)，知り合いの女

児か自分の姉妹を対象にする場合が多いという。

たとえば，Davis＆Leitenberg（1987）は，７５

％の犯人が知人や親戚の子供に対して犯行を行う

と指摘しているし，Ｒｙａｎｅｔａｌ．（1996）は，４０

％程度が自分と血縁関係のあるものに対して犯行

を行い，全く面識のない人に対する犯行は，６％

程度だと述べている。また，その手口は，オバー

トな攻撃行動よりも言語的な強制であることが多

く（Ｒｙａｎｅｔａ1.,1996;Weinrott,1996)。この強

制は被害者の年齢とともに増加する（Beckeret

aL1996)。このタイプの性犯罪については，現在

のところ，あまりわかっていないことも多いが，

もし，若年層の性犯罪者の一部が，常習化してい

くのならば，比較的初期の段階で，これらの犯罪

者を発見し，そのリスクを査定して，適切な嬬正

手法を開発していくことが必要かもしれない

(Worling＆Langstrom,2006)。

3．子供に対する性犯罪者の特性

3-1子供に対する性犯罪者の特性

子どもに対する性犯罪者についての一般のイメー

ジはｄｉｒｔｙｏｌｄｍａｎ（汚い年配の男）であるが，

実際に検挙された犯人はこのようなイメージとは

大きく異なっている。日本の研究では，子供に対

する性犯罪の犯人は，年齢層としては，１０代か

ら３０代までで約７割を占めている。高齢犯もい

ないことはないが，典型的なタイプではない。ま

た，ほとんどの犯人が住居を持ち，しかも，独居

のものは少なく，多くは配偶者や親と同居してい

る。無職者（学生，生徒等を除く）は全体の２５

％程度に過ぎない（これに対して一般刑法犯全体

では34.5％が無職者である)。薬物の問題や精ﾈ''１

障害をかかえていることは少ない（渡邊,2004)。

検挙した犯罪者が同種の前歴を持つ可能'性は３割

程度で，一般の認識よりは低いように感じられる

が，これは事件のうち，１０代の犯人が多くを占

め，これらの世代の犯人は初犯のものが多いから

である。一般には，年齢層が高くなるほど再犯率

の数値は大きくなる。それゆえ，この種の犯罪で

は，ある程度の常習性があると考えてよい。この

ような傾向はアメリカでもほぼ同様である（Araji，

2000)。

3-2若年の性犯罪者の問題

上記に引用した渡邊（2004）のデータでは，本

邦のこども対象の性犯罪のうち，１０代の犯人（中

高生が犯人の場合など）の占める割合は，幼少児

誘拐，強制わいせつで26.7％，年少者強姦で３０

％であるが，１０代の犯人の場合，犯人が他の年

齢層の場合に比べて，（被害者が身近な人物であ

ることなどから）暗数化する場合も多いので，実

際はもっと多い可能性がある。海外の研究では，

すべての性犯罪の15～20％が若者によって引き

起こされているのに対して，子どもに対する性犯

罪を引き起こしているのは，５０％程度が１８歳以下

であるという指摘もある（Davis,＆Leitenberg，

4．子供に対する性犯罪者のタイポロジー

４－１子供に対する性犯罪者の分類に

関する従来の研究

前節では，子どもに対する性犯罪者の全体的な

属性について概観した。しかし，実際，個々の性

犯罪者は，同じようなタイプばかりではない。実

際には，その行動パタンや欲求の違いなどを異に

する複数の下位タイプが存在する。このような下

位タイプをカテゴライズすることは，子どもに対
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する性犯罪の特徴を把握するという意味でも，ま

た，犯罪捜査場面において，犯人像を絞り込んで

いく意味でも重要な問題となってくる。そこで，

現在までにこのような性犯罪者を分類するいくつ

かの枠組みが提案されている。

この試みの最初のものは，Groth＆Birnbaum

(1978）によるものである。彼らは，子どもに対

する性犯罪者を固着型（fixated）と，退行型

(regressed）に分類した。前者は，「基本的，持

続的に性欲が子供に向けられているもの」である。

後者は，「子供との性的な関係がストレス状態に

迫られた結果であり，本来の同世代の人に対する

性的志向が明らかに逸脱した」タイプである。

その後，行われた多くの研究が，彼女らの分類

を踏襲している。例えば，DeitzO983）は，ほ

ぼ同じ類型をそれぞれ，性癖型（preferential）

と，状況型（situational）として分類している。

彼は，このうちの前者が精神病理学的なものであ

ること，実際にはこのような嗜好を持っていたと

しても性犯罪者になるのはごく一部であることを

強調している。Johnston（1997）は，固着型と

退行型に性犯罪者を分類した上で，それぞれのタ

イプが思考パタンを始め，さまざまな点で異なっ

ていることを明らかにしている。また，犯罪捜査

の文脈では，Lanning（1986）が，Dietzと同様

の分類を提唱しており，この分類は４度にわたっ

て改訂され，アメリカ連邦捜査局（FBI）などで

実際の捜査において用いられている。近年の研究

は，この２分法をさらに細かな下位分類にわける

という方向と，カテゴリーに分類せずに連続体モ

デルで分類するという方向に発展している。

であり，社会的に未成熟で，依存的で，臆病で，

対人的なスキルも低い。被害者となる子どもは性

的な対象というよりも，仲良しの友人と考える。

被害者は女児に限らず男児の場合もある。性的な

接触は，その子どもとの関係が築かれた上で初め

て行われるが，性交が行われることはそれほど多

くない。子どもに対して身体的危害を加えること

は少ない。退行型（regressedpedophile）は，

社会的に問題がない人物であるように見え結婚し

ていることもあるが，何らかの失敗体験や自信喪

失（性的なものも含む）をきっかけとして子ども

に対して性的な関係を求めるようになるタイプで

ある。このタイプは，被害者として女児を対象に

し，また性交を行おうとする場合が多い。搾取型

(exploitativepedophile）は，反社会的なパー

ソナリティを持ち，自らの性的欲求を満たすため

に子供を利用するタイプである。彼らは，子供を

誘拐し，監禁して，レイプを含む性的行為を行う。

子供の人格には注意を払わず単なる欲求の対象と

して子供を扱う。サディスト型（sadisticpedo

phile）は，やはり，反社会的なパーソナリティ

の人物である。彼らは，性的な動機以外にもサディ

ステックな動機を持ち，これを満たすために子供

を誘拐，監禁して，性的，暴力的行為を行う。す

べてのタイプの中でもっとも危険性が高いと考え

られている。このタイプは性犯罪者の２％以下し

かいないと考えられているが，子どもが死亡する

ケースが多く，ひとたび事件が発生するとマスコ

ミなどで取り上げられる場合が多い。

この流れの研究は，現在，より細かなカテゴリー

を設定し，子どもに対する性犯罪者を正確に分類

しようとする試みに発展している。たとえば，

Ｋnight（1990）は，ＭＴＣ：ＣＭ３（ChildMoles‐

tersversion3）分類を提案している。これは，子

どもに対する性犯罪者を子どもに対する固執度と，

子どもに対する接触量の２つの軸で分類し，前者

の軸についてはさらに社会性の有無，後者の軸に

ついては，子どもに対する身体的危害の程度によっ

てさらに細かくタイプ分けしていくものである。

この分類の妥当性については,LoomanGauthier，

4-2子供に対する性犯罪者のマサチューセッツ

治療センター分類

まず，前者のものであるが，近年，良く使用さ

れているマサチューセッツ治療センター（Massa

chusettsTreatmentCenter,MTC）分類は，次

のような４タイプの分類を行っている。まず，未

熟型（immaturepedophile）である。このタイ

プの犯人は，成人との人間関係を築くことが困難
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＆Ｂｏｅｒ（2001）などが確認している。

４－３子供に対する性犯罪者の連続体モデル

本論では，犯人の行動をより詳細に分析し，以

下のような犯人の行動の４分類を提案してみたい。

まず，「仲良し型Ａタイプ」である。このタイプ

は，子どもに対して徐々に時間をかけて接近し，

仲良くなり，その中で，性的な行為を行うもので

ある。先行研究の分類で言えば，未熟型，あるい

は一部の退行型がこれに当てはまると思われる。

公園などの子どもが多い場所に現れ，ひとりでい

る子どもに接近し，時間をかけて仲良くなる。子

ども文化にある程度詳しく，子どもにとっては親

しみやすい大人であることが多い。徐々に接近す

ることから，両親が子どもとのコミュニケーショ

ンを密にしていれば，犯人の接近を事前に察知す

ることが可能であると思われる。次に，「仲良し

型Ｂタイプ」である。これは，未熟型からサディ

スト型まで多くのタイプが該当すると思われる。

基本的に初対面の子どもに対して，一度の性的な

行為を行うタイプであるが，仲良し型Ａと異な

り徐々に接近するわけでなく，一度の接触で子ど

もを犯行現場に連れ出し，犯行に及ぶ。連れ出し

方は，会話を利用しての詐術，具体的には，「迷っ

ている犬を探して｣，「コンタクトを落としたから

探すのを手伝って｣，「服が汚れているから直して

あげる｣，「そばの店で万引きがおきたから身体検

査をさせろ」などといって子どもを連れ出すケー

スから，警察官や補導員を装っての半ば強引な連

れ出しまでに及ぶ。熟練するほど，誘い方は巧み

になるため，基本的に子どものみで対処すること

は難しい。子どもが単独で行動することを避ける

ことや，大人の目を配置しておくことが防衛策と

なる。「述れ去り型」は，犯人としては，搾取型

などを中心としているものであり，会話なども用

いるが基本的には車などを用いて半ば強引に子ど

もを奪取し，犯行現場に連れて行くタイプである。

このタイプの中には，被害児童の家に強引に侵入

するタイプ，エレベーターや空き地などのスペー

スに強引に連れ込んで，犯罪を行うタイプ，凶器

を用いて子供を連れ去るタイプが存在する。この

タイプも，やはり子どものみでの対処は困難であ

る。地域や行政が一体となった犯罪予防手段を講

次に後者の連続体モデルとしては，ＦＢＩの

Lanning（2001）が提唱しているものがある。

これは，子どもに対する性犯罪者（Lanning

は，それ以外の一般の性犯罪にも適用可能だとし

ている）を状況型性犯罪者（situationalsexof

fender）と性癖型性犯罪者（preferentialsexof

fender）を両極とする直線上の一点に割り当て

る方式である。そして，状況型性犯罪者に近づく

ほど，次のような特性を持つと考えた。つまり，

低い知能，反社会的行動，サイコパス傾向，ナル

チシズム傾向，衝動性，暴力ポルノを好むなどで

ある。これに対して，性癖型は，高い知能，幼児

性愛者，のぞき癖，サディズム癖，強迫的である。

この分類は，タイプ分けのような類型論的アプロー

チでなく，特性論的なアプローチを指向している。

4-4防犯の観点から見た子供に対する

性犯罪者行動の分類

このような従来の研究は，実際の性犯罪者につ

いての詳細な研究から明らかになってきたもので

ある。しかし，子どもに対する犯罪の防止という

観点から見ると，このような分類がそのまま有効

に使用できるとは限らない。防犯への応用という

観点からすれば，犯人がどのような特性を持った

人物なのかといった問題よりも，犯人がどのよう

に子供に接近し，どのような行為を行うかについ

ての分類がむしろ必要である。この種の分類とし

ては，Groth（1982）による，子供に対する性犯

罪者の暴力使用の有無を基準とした分類がある。

この分類では，子供に対する性犯罪者を，「基本

的に子供を誘惑したり，強要する方法をとる非暴

力的な」タイプと，「子供に被害を与えるために

相手を脅したり，屈服させるような暴力的な」タ

イプに分類している。また，Copeq997）は，

Grothと同様なタイポロジーを提案しており，

前者は「仲良し型」後者は「行きずり型」と呼ば

れている。
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犯行が若い年齢，つまり１０代から始まっている

ことを明らかにしている。約５０％が１８歳までに

最初の犯罪を行う。その後，２０～３０代がこの犯

罪のピークであり，４０代になると減少する。彼

らの知能や教育歴，職業，婚姻形態などは一般の

人々と有意な差がない（Blair＆Lanyon,1981)。

露出犯の多くはいきずりの面識のない人を犯罪

対象に選び，また，同じ被害者を狙うことは少な

い（Bartol＆Bartol,2005)，ただし被害者の年

齢やタイプ（髪型や容姿の特徴など）が一定して

おり，出現する時間帯や場所が決まっているため，

偶然的に同じ被害者が複数回被害に適う場合もあ

る。大人を被害者として狙う露出犯は，相手が一

人の場合を狙うことがほとんどであるが，女児を

対象にする露出犯は被害者がグループでいる場合

にグループ全体に露出行為を行う場合がある

(Evans,1970)。露出犯の再犯率はほかの性犯罪

に比べても非常に高い（Geenberg,1998)。

じることが必要であろう。「共犯型」は，共犯で

子どもに対する性犯罪を行うケースである。従来，

子どもに対する性犯罪は共犯で行うのは困難であっ

た。なぜなら，子どもに対する性的な嗜好といっ

た特殊な性癖を持ち，かつ，それを満たすために

は犯罪を行っても良いと考える共犯者を見つける

こと自体が，困難であったからである。ところが，

近年，インターネットなどの発展によりこの種の

人々が容易に人間関係を築けるようになった。そ

のため，今後は共犯による子供を対象とした性犯

罪も増加していく可能性があると思われる（ただ

し，性犯罪全体での共犯率は強姦で低下，強制わ

いせつで横ばいである。これは，いわゆる集団強

姦が減少していることによる)。なお，共犯型は，

連れ去った子どもを車で連れ回すが，犯行におよ

べず，解放するといった結果となることも多いが，

実際，犯行が行われると，エスカレートする危険

性があり，また，手口的に「連れ去り」型の犯行

パタンをとることが多く，危険性は大きい。この

タイプについては，上記の各対策に加え，幼児対

象のポルノサイト規制などのより国策レベルでの

対策も必要になると思われる。

5-2子供に対する性犯罪のエスカレーション

性器灘出犯の目的は，基本的にはその行為によっ

て相手がショックを受けることによる性的な興蒋

である。そのために，被害者に対してレイプ行為

に出ることや身体的攻撃に出る可能性は比較的少

ないと考えられている（Bartol＆BartoL2005)。

また，露出犯はほかの性的な異常を併発している

可能性が大きいが，それは，のぞき（voyeurism)，

痴漢行為（toucheurismあるいはfrottage）が

主であり，レイプなどに対する嗜好はそれほど多

くないという指摘がある（FreundScher,＆

Hucker,1983)。しかし，その一方で，子供に対

するレイプなどの犯罪を犯した収監者を母集団と

した研究では，彼らの多くがこれらの犯罪を犯す

前に，性器の鱒出を行っていたことがあることが

指摘されている。例えば，Longo＆McFadin

(1981）は，８４人のレイプ犯と子供に対する性犯

罪者を対象とした研究で，彼らの３１％が，露出

性犯罪の経歴があること，６２％が青年期にのぞ

きか，蝿出の経験があることを示しているし，

Longo＆GrothO983）は，128人の収監中の

5．子供に対する性犯罪の

エスカレーションと再犯

5-1性器露出犯（exhibitionism）の特性

本邦では，比較的ポピュラーな性犯罪として子

供に対する性器露出事件がある。このような事件

が発生すると被害者は，自分がまた対象にされる

のではないかという不安を抱き，また，学校や自

治体では，この種の犯罪がエスカレートして，子

ども対象のレイプ事件や，連れ去り事件，暴力事

件にまで発展する可能性があるのではないか，と

考える。この点については，どのような知見が得

られているのか。まず，露出犯の特性についての

研究を検討してみる。

まず，犯人はほかの性犯罪と同様にほとんどす

べてが男性である。また，Ａｂｅｌ＆Rouleau

(1990）は，１４２人の外来の露出犯を調べ，その
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子供に対する性犯罪者を対象にした研究で，２８％

が青年期に露出性犯罪の前歴のあることを示して

いる。Abel＆Osborn（1992）は，治療のため

に外来通院している露出癖のある患者は，現実に

これ以上のわいせつ行為を行っていた経歴を持っ

ていることが多いことに言及している。実際のと

ころ，露出犯がそれ以上の犯罪へとエスカレート

していく危険性がどの程度あるのかは現在のとこ

ろわかっていない（Murphy,1997)。ただし，

Gebhardetal．（1965）は古い研究ながら，擁出

犯の１０人にひとり程度の割合で，レイプなどの

より重い性犯罪を犯すのではないかと指摘してい

る。

住であり，とくに子供に対する性的噌好の予測力

が強かった（γ-32)。それについで，高かった

要因は，,性犯罪の前科（γ-19)，反社会的パー

ソナリティ（γ＝､14)，初回犯罪年齢（γ＝､12)，

結婚していないこと（γ-11）などであった。ま

た，年齢（γ＝-.13）の要因も高く，年齢が低い

ほど再犯率が高いことが示されたが，一般性犯罪

においては，低い年齢になるほどリスクが高くな

る傾向が見られるものの，子どもを対象にした性

犯罪では，犯人の年齢が５０歳になるまで，再犯

リスクの減少が見られないということも指摘され

ている（Hanson2002)。これらの要因に対して，

子供の頃の性的虐待経験や，不安やうつなどの心

理的問題，低いセルフエスティームなどは（一般

的な常識と異なり）再犯と有意な関係が見られな

かった。この結果は，性犯罪者に対する再犯防止

は，カウンセリングなどの心理的問題の解決を志

向する方向性よりも，環境の調整に焦点を当てた

方がよいことを示唆していて興味深い。その後，

これらの研究を元にして，客観的な指標を用いて

性犯罪の再犯可能性を見積もる何種類かの測度が

開発されており，その妥当性について検討が行わ

れている（Barbaree,SetQLangton,＆Peacock，

2001)。

5-3子供に対する性犯罪者の再犯リスク

エスカレーションの問題と並んで，問題となっ

てくるのは，いったん検挙された後の再犯の問題

である。近年，児童に対する殺人を伴う性犯罪な

どの重要事件を犯した犯人が，以前に同様の犯罪

で有罪判決を受けていたことなどが指摘され，再

犯リスクについての研究の必要性が高まっている。

再犯リスク研究とは，－度捕まった性犯罪者が再

犯するか否かを予測する要因を検討する研究であ

る。性犯罪は，矯正困難で，再犯率が高いと考え

られているため，現在まで，非常に多くの研究が

行われてきている。たとえば，Quinsey,Harris，

etal.(1995）は，ヘアのサイコパス尺度で測定さ

れた反社会的パーソナリティが前歴などともに,再

犯率を予測する要因となっていることを示してい

るし，妓近では，FirestonaNunes,＆Moulden

(2005）が，ＢDＨＩ（Buss-DurkeeHostilityln‐

ventory）で測定された敵意が再犯率と関連する

ことを示している。この種の数多い研究をメタ分

析したのが，Hansｏｎ＆Bussiere（1996,1998）

である。彼らは，１９９５年までに行われた再犯予

測の実証的な研究８７編を収集し，そこに含まれ

ている28,972人の性犯罪者のデータについて分

析を行った。平均フォローアップ期間は，4-5年

で，この間の再犯率は13.4％であった。その結果，

再犯を最も良く予測する要因は，性的な逸脱の既

5-4子供に対する性犯罪の再犯に関する

「恥と罪」仮説

子どもに対する性犯罪の再犯のモデルにおいて

興味深い仮説として「恥（shame）と罪（guilt)」

モデルがある。これは，Bumby，Marshall，＆

Langton（1999）によるもので，性的な犯行の

あとに加害者が恥の意識を感じるか，それとも罪

の意識を感じるかによって，再犯可能性が異なる

というものである（この理論における「恥」は，

我々日本人の概念では，むしろ「恥ずかしい」と

いうニュアンスである)。彼らによれば，恥の意

識は，犯行の外的帰属，自己効力感の低下，適応

的コーピングの減少，認知的な歪みの増大，被害

者に対する共感の抑制などと関連しており，罪の

意識はこの逆の心的プロセスと関連しているとい
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う。その結果として，罪の意識を感じる場合には

犯行が抑制され，恥の意識が生じる場合にはその

逆に犯行が促進されるというのである。類似した

主張は，Ｒｏｙｓ（1997）などにおいても見られる。

彼は，性犯罪者の恥の意識は感情についての処理

を減少させ，その結果，被害者に対する共感性も

抑制するとしている。Proeve＆Howells（2002）

は，子どもに対する性犯罪者は罪の意識を感じる

よりは，恥の意識を感じることが多いと指摘して

いるが，もし，そうであるならば，レイプなどの

性犯罪に比べて，子どもの性犯罪の再犯率が闘い

ことを説明するひとつの理由となるかもしれない。

子供に対する性犯罪のエスカレーションおよび

再犯のアセスメントは，犯罪の予防を考えた場合

に極めて実用性の高い研究テーマである。この分

野の研究は，アメリカにおいては比較的盛んであ

り，多くの研究成果が得られているが，本邦にお

いては，それほど多くの実証研究が存在しない。

この種の犯罪の防止のためには，本邦においてさ

らに研究を進めていくことが必要であろう。
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要であろう。また，性犯罪のエスカレーションや

再犯の問題に関してはまだまだ研究が不十分であ

りわかっていないことも多い。これらの問題につ

いては今後も引き続き検討していくとともに，犯

罪の量や質に文化差が存在する以上，海外のデー

タに依存するのでなく本邦におけるデータを蓄積

していくことが必要であろう。
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子供に対する性犯罪に関する研究の現状と展開（１） １１７ 

《Summary》

CurrentPerspectivesonSexOffencesagainstChildren（１） 

ＯＣＨＩＫｅｉｔａ 

lnthepresentpaper,recentcontroversialresearchesonsexoffencesagainstchildrenwere 

reviewed、Firstly,ｔｈｅstateofoccurrenceofthosecrimesinJapanandUnitedStateswerecom‐

ｐａｒｅｄｌｔｗａｓｆｏｕｎｄｔｏｂｅｄｉｆｆｉｃｕｌｔｔｏrevealtheactualsituationbecausetherewasaconsiderable 

"darknumbero，ofoffences・Secondly，ｒｅｓｅａｒｃｈｅｓｏｎｔｈｅｔｙｐｏｌｏｇｙｏｆｓｅｘｃｒiminalsagainstchil‐

drenwerereviewedThirdly,researchesontheproblemsofescalationofsexoffencesandrecidi‐ 

vismwerereviewedLastly，thenecessitythattheactualsituationofoffencesandthe 

characteristicsofcriminalswereｔｏｂｅｒｅｖｅａｌｅｄｉｎｏｒｄｅｒｔｏｗｏｒｋｏｕｔｃｏuntermeasuresagainstsex 

offenseswasdiscussed 
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